
平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

イ

令
第
五
十
二
条
の
五
の
四
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
が
老
齢
年

金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第
一
号
及
び
第
二

号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
を
合
算
し
た
額

ロ

令
第
五
十
二
条
の
五
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
が
老
齢
年

金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
七
年
告
示
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
た
額

第
七
項
中
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
項
中
「
第
九
号
の
四
」
を
「
第
九
号
の
五
」
に
、「
第
七
号
の
四
」
を
「
第
七
号
の
五
」
に
、「
第
八
号
の
四
」
を

「
第
八
号
の
五
」
に
改
め
る
。

第
九
項
中
「
第
九
号
の
四
ま
で
」
を
「
第
九
号
の
五
ま
で
」
に
、「
第
七
号
の
三
、
第
七
号
の
四
、
第
八
号
の
三
、
第

八
号
の
四
、
第
九
号
の
三
、
第
九
号
の
四
」
を
「
第
七
号
の
三
か
ら
第
七
号
の
五
ま
で
、
第
八
号
の
三
か
ら
第
八
号
の

五
ま
で
、
第
九
号
の
三
か
ら
第
九
号
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
項
中
「
か
ら
第
五
号
の
五
ま
で
」
及
び
「
、
第
五
号
の
五
」
を
削
り
、「
第
九
号
の
四
ま
で
」
を
「
第
九
号
の
五

ま
で
」
に
、「
第
七
号
の
四
、
第
八
号
の
四
、
第
九
号
の
四
」
を
「
第
七
号
の
四
、
第
七
号
の
五
、
第
八
号
の
四
、
第
八

号
の
五
、
第
九
号
の
四
、
第
九
号
の
五
」
に
改
め
、「
同
項
第
九
号
の
四
」
の
下
に
「
及
び
第
十
五
号
」
を
加
え
る
。

第
十
一
項
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
後
」
の
下
に
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
前
」を
加
え
、「
第
五
号
の
五
ま
で
」

を
「
第
五
号
の
六
ま
で
」
に
、「
第
五
号
の
四
、
第
五
号
の
五
」
を
「
第
五
号
の
五
、
第
五
号
の
六
」
に
、「
第
九
号
の
四

ま
で
」
を
「
第
九
号
の
五
ま
で
」
に
改
め
、「
第
八
号
の
五
、
第
九
号
の
四
」
の
下
に
「
、
第
九
号
の
五
」
を
加
え
、「
同

項
第
五
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
同
項
第
五
号
の
五
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
に
改
め
、「
と
あ

り
、
及
び
同
項
第
七
号
の
五
及
び
第
八
号
の
五
中
「
平
成
十
九
年
四
月
」」を
削
る
。

第
十
二
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

12

平
成
十
一
年
十
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
以
後
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
前
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
に
限
る
。）が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
最
後
に
算
定

し
た
額
を
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

中
「
か
ら
第
三
号
の
四
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
六
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
三
号
の
四
、第
五
号
の
五
、

第
五
号
の
六
」
と
、「
第
七
号
か
ら
第
九
号
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
号
の
五
、
第
八
号
の
五
、
第
九
号
の

四
、
第
九
号
の
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
一
年
十
月
か
ら
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
三
号
の
四
中
「
平

成
十
七
年
四
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
月
か
ら
」
と
、
同
項
第
五
号
の
五

中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
」
と
、
同
項
第
七
号
の

五
及
び
第
八
号
の
五
中
「
平
成
十
九
年
四
月
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
の
前
日

が
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
、
同
項
第
九
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
と
あ
り
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第

十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
と
あ
り
、
同
項
第
十
五
号
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
と

あ
り
、
及
び
同
項
第
十
六
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ

た
日
」
と
す
る
。

13

平
成
十
一
年
十
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た

基
金
に
限
る
。）が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
最
後
に
算
定
し
た
額
を
第
一
項
第
一
号

に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
か
ら
第
三
号
の
四
ま

で
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
六
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
三
号
の
四
、
第
五
号
の
六
」
と
、「
第
七
号
か
ら
第
九

号
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
号
の
五
、
第
八
号
の
五
、
第
九
号
の
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
一

年
十
月
か
ら
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
三
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定

す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
月
か
ら
」
と
、
同
項
第
五
号
の
六
中
「
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
」
と
、
同
項
第
七
号
の
五
及
び
第
八
号
の
五
中
「
平
成
十
九
年
四
月
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
、同
項
第
九
号
の
五
中「
平

成
二
十
二
年
四
月
一
日
」
と
あ
り
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」

と
あ
り
、
同
項
第
十
五
号
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
十
六
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月

一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
」
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
一
号

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）、
指
定

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
及
び
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
二
十
号
イ
]
^

ｄ
中
「
後
期
高
齢
者
処
置
」
を
「
長
期
療
養
患
者
褥
瘡
等
処
置
」
に
改
め
、同
号
イ
]
^

ｅ
中「
後

期
高
齢
者
精
神
病
棟
等
処
置
料
」
を
「
精
神
病
棟
等
長
期
療
養
患
者
褥
瘡
等
処
置
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
二
号

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）、
指
定

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
及
び
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
十
五
号
イ
]
中
「
病
院
（
」
の
下
に
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）

の
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
に
規
定
す
る
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
１
の
施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し

て
当
該
病
院
が
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
病
棟
、
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二

十
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
加
え
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
三
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
、

第
六
十
四
条
の
三
第
三
項
第
三
号
、
第
六
十
四
条
の
四
第
三
項
第
六
号
及
び
第
七
号
、
第
六
十
四
条
の
五
第
三
項
第
六

号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
六
十
四
条
の
六
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
能
力
開
発
促

進
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
九
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
専
修
学
校
又
は
各

種
学
校
を
定
め
る
告
示
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
告
示
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
第
三
中
「
東
京
製
菓
学
校

東
京
都
」
を
「
東
京
製
菓
学
校

東
京
都

東
京
多
摩
調
理
製
菓
専
門
学
校

東
京
都
」
に
、「
中
央
服
装
専
門

学
校

沖
縄
県
」
を
「
中
央
服
装
専
門
学
校

沖
縄
県

琉
球
調
理
師
専
修
学
校

沖
縄
県
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
四
号

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険

法
施
行
令
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
五
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

表
群
馬
県
の
項
中
「
伊
勢
崎
市
、」
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
の
項
中
「
及
び
蕨
市
」
を
削
り
、
同
表
東
京
都
の
項
中

「
、
多
摩
市
」
及
び
「
、
羽
村
市
」
を
削
り
、
同
表
奈
良
県
の
項
中
「
、
生
駒
郡
安
z
町
」
を
削
り
、
同
表
長
崎
県
の

項
中
「
、
北
松
浦
郡
江
迎
町
」
を
削
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
五
号

社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
の
単
位
掛
金
額
を
四
万
四
千
七
百
円
と
定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

˜ ›


		2010-03-30T15:13:23+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




